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編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-172 高等学校 情報 情報Ⅰ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 情Ⅰ104-901 改訂版 高等学校 情報Ⅰ 

 

１．編修の基本方針 
 
教育基本法第二条に示す教育の目標を達成するために，各号に対応した次の点を編修の基

本方針とした。 
 

1. 他教科との関連を示すことで，情報が幅広い分野との関わりがあることを意識させる
ように配慮する。また，情報モラルを重視し，豊かな情操と道徳心を培うとともに，健
康を意識できるように配慮する。 

 
2. 学習内容に関連の深い職業を紹介することで，情報がさまざまな職業や生活と関わっ
ていることを意識できるように配慮する。 

 
3. 情報社会における法律や制度を取り上げ，情報社会の形成に主体的に参画できる態度
を養う。 

 
4. 生命や自然に関する題材を取り上げるなどして，環境の保全に寄与する態度を養う。  
 
5. 他国の題材を取り上げるだけではなく，我が国の技術や文化も取り上げ，我が国と郷
土を愛する態度を養う。 

 
 

２．対照表 
 
 

 

教育基本法第二条 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 

第１号  幅広い知識と教養を身に付

け，真理を求める態度を養い，豊

かな情操と道徳心を培うととも

に，健やかな身体を養うこと。 

・数学や理科などの科目名を示
すことで，他教科の学習内容
との関連を示すようにした。 

・情報機器を使った作業を行う
際，心身の疲れを軽減し，健
康を保持できるように，作業
時の注意点をまとめた。 

p.7（一覧） 
（→本書類 p.2
〔A〕） 

後見返し裏 
（→本書類 p.2
〔B〕） 

 
第２号  個人の価値を尊重して，そ

の能力を伸ばし，創造性を培い，

自主及び自律の精神を養うととも

に，職業及び生活との関連を重視

し，勤労を重んずる態度を養うこ

と。 

・情報との関連が深い職業を適
宜取り上げ，学習内容が将来
につながる可能性を意識でき
るようにした。 

・問題解決の学習では，部活動
における問題解決を例として
扱い，日常生活のさまざまな
場面でも応用しやすくなるよ
うな記述に留意した。 

p.7（一覧） 
（→本書類 p.3
〔C〕） 

 
p.16-19 
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 第３号  正義と責任，男女の平等，

自他の敬愛と協力を重んずるとと

もに，公共の精神に基づき，主体

的に社会の形成に参画し，その発

展に寄与する態度を養うこと。 

・情報社会に関連するさまざま
な法律を取り上げ，情報社会
に主体的に参画する態度を養
えるようにした。 

・著作権について詳しく扱い，
他者のもつ知的財産を尊重す
る態度を身につけることがで
きるように留意した。 

p.20-21 
 
 
 
p.24-27 

 

 

 

 

 

 第４号  生命を尊び，自然を大切に

し，環境の保全に寄与する態度を

養うこと。 

・さまざまな場面で生命や自然
に関する写真を取り上げ，機
械的・人工的な写真が中心に
ならないように配慮した。 

・環境保全にも関わる世界的な
目標である SDGs を取り上げ
た。 

p.60（表 8），
61（図 B），
138（NOTE） 

 
p.47 

 

第５号  伝統と文化を尊重し，それ

らをはぐくんできた我が国と郷土

を愛するとともに，他国を尊重

し，国際社会の平和と発展に寄与

する態度を養うこと。 

・日本で開発された OS である
TRON が，さまざまな場面で
世界的に広く使われているこ
とを取り上げた。 

・日本の企業によって開発され
た「二次元コード」が，広く
利用されるようになったこと
を取り上げた。 

・非常口のマークが日本人によ
って作成されたことを取り上
げた。 

p.39 
 
 
 
p.60 
（→本書類 p.3
〔D〕） 

 
p.72 
（→本書類 p.3
〔E〕） 

 

 

〔A〕他教科の学習内容との関連    〔B〕情報機器を使った作業時の注意点 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（▼p.7）  （▼後見返し）  
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〔C〕 情報との関連が深い職業  〔D〕二次元コード   〔E〕非常口のマーク 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 
 
学校教育法第五十一条に示す目標を達成するために，次のような点にも配慮した。  

 
・パソコンの基本的な操作やキーボードに関する資料（口絵①，後見返し）を掲載した他，
各編の冒頭にて中学校の学習内容も簡潔にまとめ，義務教育段階での学習内容の確認がで
きるように配慮した（第 1 号）。また，生成 AI に関する資料（口絵⑦）を掲載し，活用
だけでなく注意点も確認できるように配慮した（第 3 号）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（▼p.7）  （▼p.60）  

（◀口絵①）  

（▶口絵⑦）  

（▼p.72）  
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・教科書の説明を適切に理解できているかを確認しやすいように，簡単な確認問題である
「読解チェック」を適宜取り上げ，学習の一助となるように配慮した（第 1 号）。 

 
 
 
 
 
 
 
・「Step Up」ではやや高度な内容を適宜扱い，本編をより深く理解できるように配慮した
（第 2 号）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（◀p.47）  

（◀p.24）  

（▼p.93）  

（▼p.109）  



5 

 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-172 高等学校 情報 情報Ⅰ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 情Ⅰ104-901 改訂版 高等学校 情報Ⅰ 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 
 
 学習指導要領の総則や，高等学校学習指導要領（情報）の目標を達成するため，次の点に
留意し，編修した。 
 

① 教えやすさにつながるさまざまな工夫 

・プログラミングの実習では，アルゴリズムをフローチャートで視覚的に表現した。また，
例として扱うプログラミング言語は，学校の実態及び生徒の状況に応じて指導しやすいよ
うに，「Python」と「表計算マクロ」の２つを取り上げた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・他教科との連携を図りやすくするため，学習内容に関連のある科目名を示し，各学校での
指導計画を立てる際の参考として活用できるように配慮した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（▼p.106）  

（▼p.119）  
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・情報機器の活用を円滑に行えるように，パソコンの操作に関する資料や，表計算ソフトウ
ェアの操作などに関する資料を豊富に掲載した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「用語」や「注意しておきたいこと」などの補足的な説明を，内容によって複数の種類に
分け，デザインを変えて，一目で区別できるようにした。 

補足：参考になる内容や，補足的な内容 
用語：本文以外の重要度の高い用語 
類語：関連する用語をまとめた内容 
注意：注意すべき点を示した 
語源：用語の語源や由来の説明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（▼p.190）  

（▼p.13）  （▼p.38）  （▼p.29）  

（▼p.32）  （▼p.32）  
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② 「主体的・対話的で深い学び」を意識した工夫 

・話しあいに活用できる要素「話しあってみよう」を適宜用意し，「主体的・対話的で深い
学び」の実現に向けた授業改善を図りやすいように配慮した。 

 
 
 
 
 
 
 
・より主体的に教科書に取り組めるように，本文には問いかけの要素「Think」を適宜用意
し，具体的な問題について考えながら，教科書を読み進められるように配慮した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・実習の要素では，「実習例」を適宜掲載することで，実習の授業をより円滑に進められる
ように配慮した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ キャリア教育への配慮 

・指導要領総則の示すキャリア教育の充実（第 1 章総則第 5 款 1（3））を図りやすいよう
に，学習内容と関連の深い職業を適宜取り上げた他，将来の働き方を意識できるような内
容を扱ったり，実習の中で進路を考えたりする機会を設けたりするなどの配慮をした。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（▼p.13）  

（▼p.10）  

（▼p.154）  

（▼p.41）  
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④ 自学自習をしやすくする工夫 

・問，例題，編末問題，総合問題と，さまざまな種類
の問題と，それらの解答・解説を用意することで，
自学自習も進めやすいように配慮した。 

 
・教科書に掲載した二次元コードから，本編を補足す
る解説や，関連する映像・画像・リンク，図版のア
ニメーション，確認問題，実習に関連するデータな
ど，さまざまなデジタルコンテンツにアクセスし，
学習の参考にできるようにした。 

 
・太字の用語にはルビを振った他，参考として英語の
表記も適宜記載した。 

 
・カラーユニバーサルデザインに配慮するとともに，
見やすく読みまちがえにくいデザインの文字を使用
することによって，より多くの人が利用しやすいよ
うに配慮した。 

 
・プログラミング言語や著作権に関する資料など，さまざまな資料を豊富に掲載し，学習の
参考にできるように配慮した。また，ページ番号には，2 進法と 16 進法の表記も掲載
し，適宜参照できるようにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 興味関心を高める工夫 

・見開きの右下には，ぱらぱら漫画を配置し，教科書をめくることで，動画のしく
みを理解できるように工夫した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（▼p.206）  

（▼p.204）  

（▶p.9）  
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２．対照表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数

第1編　情報社会の問題解決

第1章　情報とメディア （1）　ア（ア），イ（ア） p.10-19

第2章　情報社会における法とセキュリティ （1）　ア（イ），イ（イ） p.20-37

第3章　情報技術が社会に及ぼす影響 （1）　ア（ウ），イ（ウ） p.38-43

第2編　コミュニケーションと情報デザイン

第1章　情報のデジタル表現 （2）　ア（ア），イ（ア） p.48-65

第2章　コミュニケーション手段の発展と特徴 （2）　ア（ア），イ（ア） p.66-71

第3章　情報デザイン （2）　ア（イ），ア（ウ） p.72-83

（2）　イ（イ），イ（ウ）

第3編　コンピュータとプログラミング

第1章　コンピュータのしくみ （3）　ア（ア），イ（ア） p.88-95

第2章　プログラミング （3）　ア（イ），イ（イ） p.96-111

第3章　モデル化とシミュレーション （3）　ア（ウ），イ（ウ） p.112-123

第4編　情報通信ネットワークとデータの活用

第1章　ネットワークのしくみ （4）　ア（ア），イ（ア） p.128-143

第2章　データベース （4）　ア（イ），イ（イ） p.144-149

第3章　データの分析 （4）　ア（ウ），イ（ウ） p.150-161

計 70

13

17

20

20


